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付録Ｂ　付属ディスクについて

 　メニュー

 本書の《付属ディスク》は、アルゴリズムやプログラミングを学習するための
ソフトウェアやドキュメントが満載の《宝

たから

箱
ばこ

》です。
 付属ディスクをCDドライブにセットすると、自動的に Internet Explorerが起
動して、Fig.B1に示すメニューが現れます。

Fig.B1　メニュー
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メニュー

 なお、Windows側の設定によって、ディスクの自動再生が無効にされている
環境では、メニューは自動起動しません。その場合は、Fig.B2の手順で起動し
ます。

■ Windows側の設定で、Internet Explorer以外のソフトウェア（FirefoxやOpera
や Safariなど）が拡張子 .htmlに関連付けられている場合は、関連付けられているソ
フトウェアが起動します。

 《入門書コーナー》および《基本情報技術者試験の過去問題と解説》のドキュ
メントは、PDFという形式で提供されます。この形式の文書を閲覧するには、
お使いのシステムにAdobe Readerがインストールされている必要があります。
もしインストールされていなければ、p.346に進んでAdobe Readerをインストー
ルしてください。

Fig.B2　手動によるメニューの起動

キーを押しながらEキーを押して
エクスプローラを起動します。

※スタートメニューから〔コンピュ
ータ〕または〔マイコンピュータ〕
を選択することによっても起動でき
ます。

付属ディスクが挿入されているドラ
イブのアイコンで右ボタンをクリッ
クするとコンテクストメニューが表
示されます。
〔開く〕または〔エクスプローラ〕
を選択（クリック）します。

ディスクの中身が表示されますので
indexのアイコンをダブルクリック
します。
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 　アルゴリズム体験学習ソフトウェア

 アルゴリズム体験学習ソフトウェアについては、序章でも紹介しました。この
ソフトウェアを実行するためには、あらかじめパソコンのハードディスクにイン
ストールする必要があります。
 メニューから『アルゴリズム体験学習ソフトウェア』を選びます。Fig.B3 ａ
に示すダイアログボックスが表示されて、『このファイルを実行または保存しま
すか？』と聞かれますので、〔実行〕ボタンをクリックします。
 引き続き、図bに示すダイアログボックスが表示されて、『発行元を確認でき
ませんでした。このソフトウェアを実行しますか？』と尋ねられますので、〔実
行する〕のボタンをクリックします。
 引き続き、図cに示すダイアログボックスが表示されますので、〔許可〕をク
リックします。

■ Windows Vista以外のオペレーティングシステム（Windows XPなど）では、こ
のダイアログボックスは表示されません。

Fig.B3　アルゴリズム体験学習ソフトウェアのインストール（その１）

ａ　セキュリティの警告（その１）

c　ユーザアカウント制御

b　セキュリティの警告（その２）
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Fig.B4　アルゴリズム体験学習ソフトウェアのインストール（その２）

 そうすると、Fig.B4に示すインストールプログラムが起動します。質問に答
えていく（〔次へ〕のボタンを3回クリックする）とインストールは完了です。

■ デフォルトの設定では C:\Program Files\Algorithmsというディレクトリに関連
ファイルがインストールされます。

 インストールが完了すると、Windowsのスタートメニューに登録されます。
スタートメニューから〔アルゴリズム体験学習ソフトウェア〕を選択すると、ア
ルゴリズム体験学習ソフトウェアが起動します。

アルゴリズム体験学習ソフトウェア

■ 本ソフトウェアに限らず、Windows Vistaでは、ソフトウェアのインストールが
成功しないことがあります。インストールに失敗する環境での対処方法などは、以下
のホームページで公開しています。
　　http://www.bohyoh.com  柴田望洋後援会オフィシャルホームページ
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Fig.B5　不完全なソースを補完したプログラム

 　ソースプログラム

 本書では、本文中に102 編のプログラムリストを示しています。これらすべ
てのソースプログラムを収録しています。

＊
 本文では、p.41の List 2-6を含め、スペースの都合によって一部分のみを示
しているプログラムがあります。このようなプログラムを完全なものとするには、
<stdio.h>ヘッダをインクルードする指令や、main関数などを追加しなければな
りません（Fig.B5）。
 ディスク上には、完全なプログラムもあわせて収録しています。以下のように、
ファイル名の最後に xを付けて区別しています。
  list9999.c … 本文に示したプログラム
  list9999x.c … 本文に示したプログラムを補完した完全なプログラム

/*--- 要素数nの配列aの要素の並びを逆転 ---*/
void ary_reverse(int a[], int n)
{
 int  i;

 for (i = 0; i < n / 2; i++) {
  int  t = a[i];      /* a[i]と    */
  a[i] = a[n - i - 1];    /* a[n - i - 1]を */
  a[n - i - 1] = t;     /* 交換する    */
 }
}

List 2-6

/*
 配列の要素の並びを逆転する
*/

#include  <stdio.h>

/*--- 要素数nの配列aの要素の並びを逆転 ---*/
void ary_reverse(int a[], int n)
{
 int  i;

 for (i = 0; i < n / 2; i++) {
  int  t = a[i];      /* a[i]と    */
  a[i] = a[n - i - 1];    /* a[n - i - 1]を */
  a[n - i - 1] = t;     /* 交換する    */
 }
}

int main(void)
{
 int  i;
 int  x[7];
 int  nx = sizeof(x) / sizeof(x[0]);
 
 printf("%d個の整数を入力してください。\n", nx);
 for (i = 0; i < nx; i++) {
  printf("x[%d] : ", i);
  scanf("%d", &x[i]);
 }

 ary_reverse(x, nx);  /* 配列xの要素の並びを逆転 */

 printf("配列の要素の並びを逆転しました。\n");
 for (i = 0; i < nx; i++)
  printf("x[%d] : %d\n", i, x[i]);

 return (0);
}

List 2-6x

本文に示した不完全なプログラム。
list0206.c

必要な補完を行った
　　　完全なプログラム。

list0206x.c
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Fig.B6　演習問題の解答

 　演習問題の解答

 本書では、本文中に84 問の演習問題を示しています。これらすべての解答と
ソースプログラムを収録しています（Fig.B6）。

　演習問題の解答

問題番号をクリッ
クすると解答が表
示されます。

各問題のソースプログ
ラムも収録されていま
す。

プログラム
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　入門書コーナー

 Ｃ言語を用いてアルゴリズムとデータ構造を学習する上では、Ｃ言語自体に関
する知識や、一般的なプログラミング技術なども必要です。五つの書籍から、全
279 ページを閲覧できるようにしています。学習の参考にしてください。

『新版 明解Ｃ言語 入門編』
 以下の書籍の68ページ分をPDF形式で収録しています。
 ◆柴田望洋	“新版  明解Ｃ言語 入門編”，ソフトバンクパブリッシング，2004
 Ｃ言語の入門書です。Ｃ言語の基礎の解説、printf関数、scanf関数の完全な
仕様などを収録しています。

『新版 明解C言語 実践編』
 以下の書籍の41ページ分をPDF形式で収録しています。
 ◆柴田望洋	“新版  明解Ｃ言語 実践編”，ソフトバンクパブリッシング，2004
 中級者向けのＣ言語のテキストです。関数形式マクロ、オブジェクト形式マク
ロ、ヘッダのインクルードガード、オブジェクトの記憶域期間と初期化などを解
説しています。

『解きながら学ぶC言語』
 以下の書籍の63ページ分をPDF形式で収録しています。
 ◆柴田望洋ら	“解きながら学ぶＣ言語”，ソフトバンクパブリッシング，2004
 初心者向けのＣ言語の問題集です。数多くの問題にチャレンジして、Ｃ言語
力
りょく

を身に付けるトレーニングをしてみましょう。

『たのしいC』
 以下の書籍の44ページ分をPDF形式で収録しています。
 ◆柴田望洋	“たのしいＣ”，ソフトバンクパブリッシング，2005
 初心者が中級者への道を歩むためのＣ言語のテキストです。題材とするプログ
ラムは、『数当てゲーム』『じゃんけん』など、作って楽しく動かして楽しいもの
ばかりです。これらのプログラムを通じて、応用知識・プログラミング力を磨い
てください。
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Fig.B7　入門書コーナー文書の一例

新版 明解Ｃ言語 入門編

解きながら学ぶＣ言語

『超過去問 基本情報技術者 午前試験』
 以下の書籍の63ページ分をPDF形式で収録しています。
 ◆柴田望洋	“超過去問 基本情報技術者 午前試験”，
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ソフトバンクパブリッシング，2004
 基本情報技術者試験の午前試験問題全1520 問を徹底解説するという、従来に
はなかった画期的な問題集です。

　入門書コーナー
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付録Ｂ　付属ディスクについて

　基本情報技術者試験の過去問題と解説
 

 基本情報技術者試験（旧・第２種情報処理技術者試験）に関しては、『付録Ａ』 

で解説しました。
 付属ディスクに収録しているのは、平成6年度秋期から平成19 年度秋期まで
の午前問題から、アルゴリズムやデータ構造に関連する全145 問の問題文と解
答・解説です。
 索引部はHTML形式で、ドキュメント部はPDF形式です。各問題へのアクセ
スは、《分野別索引》と《年次別索引》の両方から行えるようになっています。

■ ここで提供する図表などは、試験問題を忠実に再現するように、著者らが新たに
作成し直したものです。

分野別に問題を選
びます。

Fig.B8　基本情報技術者試験の過去問題と解説（分野別索引）

分野別索引

クリックすると索引
が切りかわります。
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Fig.B9　基本情報技術者試験の 過去問題と解説

基本情報技術者試験の過去問題と解説

本書の『付録Ａ』
に掲載した問題を
選びます。

『付録Ａ』掲載問題

年度別索引

 索引画面には３種類があり、自由に選択できるようになってます。学習の目的
などに応じて、索引を選びましょう。
  ⃝分野別索引（Fig.B8）
  ⃝年次別索引（Fig.B9）
  ⃝『付録Ａ』掲載問題（Fig.B9）

■ 《分野別索引》と《年次別索引》からは、全145 問にアクセスできます。《『付録
Ａ』掲載問題》からは、本文の『付録Ａ』に示した、厳選された51 問にのみアクセ
スできます。

試験の年度別に問
題を選びます。



付録
Ｂ

344
付録Ｂ　付属ディスクについて

Fig.B10　基本情報技術者試験の過去問題と解説（問題と解答）

 索引から問題を選択すると、問題と解答が表示されます（Fig.B10）。



付録
Ｂ

345

　コンパイラ

コンパイラ

 C++ Compiler 5.5 は、エンバカデロ・テクノロジーズが提供する、非常に高
速な 32 ビットの本格的な最適化コンパイラです。RTLやSTL、C++テンプレー
トなど、新しい C++に準拠していますので、CとC++の二つの言語のソースプ
ログラムをコンパイルし、実行可能な形式に変換できます。

■ このコンパイラは、製品として販売されているC++Builderのコマンドラインコ
ンパイラ機能の一部を無料で使えるように配布されているものです。最新のC++仕
様やフル機能を使いたい方は、製品版をご利用ください。なお、このコンパイラに対
するテクニカルサポートやカスタマーサービスは提供されていません。

 解説にしたがってインストールして、ご利用ください。

Fig.B11　コンパイラ

コンパイラ
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　Adobe Reader

PDFファイル
 付属ディスクでは、《基本情報技術者試験の過去問題と解説》と《入門書コー
ナー》の文書ファイルをPDF（portable document format）という形式の文書
ファイルとして収録しています。PDFは、配信用電子文書として業界標準の
フォーマットであり、世界中で利用されています。
 ファイル作成時に使用したアプリケーションやプラットフォームに依存するこ
となく、あらゆるソースドキュメントについて元のフォント、レイアウト、カ
ラー、グラフィックスをすべて保持します。

Adobe Reader

 付属ディスクには、Adobe ReaderのVer.9 を収録しています。お使いのパソ
コンにAdobe Readerがインストールされていない場合や、古いバージョンがイ
ンストールされている場合は、本ディスクからインストールしましょう。
 付属ディスクのメニューから『Adobe Reader』を選択すると、Fig.B12の画
面が現れます。AdbeRdr90_ja_JP.exeのアイコンをダブルクリックしましょう。
 ユーザアカウント制御のダイアログが表示されますので、〔続行〕をクリック
します（Windows Vistaの場合）。

Fig.B12　Adobe Readerのセットアッププログラム
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Fig.B13　Adobe Readerのインストール

Adobe Reader

 Fig.B13に示すインストールプログラムが起動します。質問に答えていく
（〔次へ〕をクリックしていく）と、インストール作業は完了です。

■ デフォルトの設定では C:\Program Files\Adobe\Reader 9.0\というディレクト
リに関連ファイルがインストールされます。

 Adobe Readerの初回起動時は、使用許諾契約書の同意に関するダイアログが
表示されますので、〔同意する〕をクリックしてください。

Fig.B14　Adobe Readerの使用許諾契約書


